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Ⅰ 緒 言

鳥取県におけるナシ栽培面積は約１，０００haであり、
その約７割が‘二十世紀’である。黒斑病に弱い‘二
十世紀’に替わり、黒斑病耐病性の‘ゴールド二十世
紀’（壽ら、１９９２）や人工交配が不要で黒斑病耐病性
の‘おさゴールド’（増田ら、１９９８）が導入され、黒
斑病被害から解放されつつあるが、依然として‘二十
世紀’に偏った品種構成であり、生産者はハウス栽培
や植物調節剤利用により、出荷期間の拡大と労力分散
を図っている。
しかし、現状の出荷体系で早期出荷される８月の

‘二十世紀’は、年により「味」のバラツキがあり、
鳥取産‘二十世紀’全体の評価を損ねる要因となって
いる。
一方、全国的には‘幸水’（梶浦ら、１９５９）、‘豊水’

（梶浦ら、１９７４）を中心とする甘い赤ナシが主流と
なっただけでなく、近年は‘あきづき’（壽ら、２００２）
等の高糖度の赤ナシ新品種や‘秋麗’（壽ら、２００４）
等の高糖度の青ナシ新品種も続々と登場しており、消
費の動向としてはより甘い品種が求められる傾向にあ
る。
そこで、８月に旬を迎える高品質の新品種を育成し、

９月に旬を迎える‘二十世紀’と組み合わせて生産販

売が可能なナシ品種を育成するため、１９８９年から交配
育種を行ってきた。その結果、早生の青ナシ新品種
‘なつひめ’を育成し、２００７年３月２３日付けで登録番
号第１５４１２号として品種登録にいたったので、その育
成経過と特性を報告する。

Ⅱ 育 成 の 経 過

１９８９年（平成元年）より、高品質で安定栽培が可能
な品種を開発するため、自家和合性の青ナシ品種であ
る‘おさ二十世紀’を父本または母本として有望品種
との交雑育種を開始した。
本品種は１９８９年に、‘筑水’（壽ら、１９９１）に‘おさ

二十世紀’を交雑して得られた実生より選抜したもの
である。
母本の‘筑水’は農林水産省果樹試験場（現 独立

行政法人農業・食品産業技術総合研究機構 果樹研究
所）が育成した早生で高糖度の赤ナシ品種である（１９８９
年登録）。父本の‘おさ二十世紀’は‘二十世紀’の
枝変わりとして鳥取県の泊村で発見された自家和合性
の青ナシ品種である（１９７９年品種登録）。
交雑により得られた実生群はナシ黒斑病にり病性の

個体を淘汰するため、黒斑病検定を幼苗時に実施した
後（１９９０～１９９１）、試験栽培圃場（網掛け施設での無
袋栽培）に定植した（１９９１年）。

鳥取県園試報 第１号：１～１０（２０１４）

ニホンナシ新品種‘なつひめ’
北 川 健 一１） ・ 井 上 耕 介２） ・ 村 田 謙 司

吉 田 亮３） ・ 村 尾 和 博４）

Kenichi KITAGAWA１）, Kosuke INOUE２）, Kenji MURATA, Akira YOSHIDA３）and Kazuhiro MURAO４）

New Japanese Pear Cultivar‘Natsuhime’

１）東伯農業改良普及所
２）JA鳥取いなば農業協同組合
３）鳥取県立農業大学校
４）鳥取県農林水産部生産振興課

１



なつひめ

筑　水
（♀）

おさ二十世紀
（♂）

二十世紀

豊　水

八　雲

幸　水

八　幸

１９９４年より、実生群の一部個体に結実が見られるよ
うになるが、本品種は１９９７年に初結実し、果実品質が
有望であることから、一次選抜を行った。
原木、および２代目の苗木を養成し、継続的に特性

調査を行った結果、‘豊水’や‘ゴールド二十世紀’
より熟期が早く、糖度が高い有望な青ナシであること
が明らかとなった。
選抜系統は‘園試Ｂ’として、２００２年３月より、福

部村（現 鳥取市）、河原町（現 鳥取市）、東郷町（現
湯梨浜町）、関金町（現 倉吉市）、東伯町（現 琴浦
町）、名和町（現 大山町）、会見町（現 南部町）の
県内７カ所での現地試験を開始し、２００４年度にほぼ全
試験園での初結実が認められた。
２００４年８月３１日に開催されたナシ新系統の検討会に
おいて本系統が新品種候補にふさわしいとの合意が得
られ、品種登録申請を行うこととなった。‘豊水’
‘ゴールド二十世紀’を対照品種として種苗特性分類
調査報告（審査基準）に基づく特性調査を行い、２００５
年３月１４日に出願し（出願時の名称は‘夏きらり’）、
２００７年３月２３日付けで登録番号第１５４１２号として品種
登録された。
本品種の系統図を第１図に示す。

Ⅲ 特 性 の 概 要

１ 樹の特性
樹勢は中から強で‘豊水’よりやや強い。新梢の発

生は中程度で、濃茶褐色を呈する。
新梢の太さは中で中型の皮目が中程度に分布する。

短果枝の着生は多～中で‘豊水’よりやや多い。えき
花芽の着生は多で‘ゴールド二十世紀’より多い。
開花期は育成地の鳥取県東伯郡北栄町において４月

中旬で、‘豊水’より遅く、‘ゴールド二十世紀’とほ

ぼ同時期である。花弁数、がく片数、雄ずい数、雌ず
い数は‘豊水’‘ゴールド二十世紀’と同様である。
開やく前のやくの色は‘豊水’よりやや濃い濃紅色で
‘ゴールド二十世紀’に似る（第２表）。
交配親和性は‘ゴールド二十世紀’や‘二十世紀’

と同じＳ因子型のS２S４で、‘ゴールド二十世紀’とは
交配親和性はないが‘豊水’（S３S５）‘長十郎’（S２S３）
とは親和性がある。
自家和合性は低いが早期落果は認められず、後期落

果は少ない。結実性は良好で若木時代の収量は‘ゴー
ルド二十世紀’よりやや少ない程度と考えられる。

２ 果実特性
収穫時期は８月中下旬で‘幸水’よりやや遅く、

‘ゴールド二十世紀’より２週間以上早い。心腐れ、
裂果の発生は見られない。果形は‘ゴールド二十世
紀’と同様に円形である。果実の揃いは良く、果皮の
色は‘ゴールド二十世紀’と同様の黄緑色を呈する青
ナシである。平均果重は３３０g程度で‘ゴールド二十
世紀’よりやや大きい。果梗は太くて短い。‘ゴール
ド二十世紀’よりやや小さい果点が中程度に分布する。
果芯は心臓形、心室数は‘ゴールド二十世紀’程度で
ある。果肉は白色で軟らかく、切り口の褐変程度は中
位である。果汁の糖度は１２～１２．５％で‘ゴールド二十
世紀’より高い。果汁のpHは‘ゴールド二十世紀’
より高く酸味は少ない（第３表）。果実の日持ちは室
温条件下で１０日程度で‘豊水’程度である。

３ 病害虫抵抗性
黒斑病には抵抗性である。‘ゴールド二十世紀’と

同様の防除歴で十分に対応できる。
現在までに特に問題となる病害虫や生理障害は発生

していないが、軽微なユズ梨の発生や新梢先端部での

第１図 ‘なつひめ’の系統図
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第１表 開花時期及び果実品質調査（１９９７―２００４）

開 花 期 収 穫 期 満開から収穫終
わりまでの日数

果重
（g）

糖度
（％）

硬度
（ポンド）

pH
年 次 始 盛 終 始 終

なつひめｚ

１９９７ 平９ ４／１２ ４／１８ ４／２７ ９／２ ９／８ １４３ ４４０．０ １２．０ ４．０
１９９８ 平１０ ４／１１ ４／１３ ４／１８ ８／１３ ８／２５ １３４ ３１０．０ １２．４ ４．４
１９９９ 平１１ ４／１３ ４／１６ ４／２１ ８／１１ ８／２３ １２９ ３２３．０ １３．１ ４．８
２０００ 平１２ ４／１７ ４／１９ ４／２５ ８／１０ ８／２８ １３１ ２３４．０ １２．７ ６．１
２００１ 平１３ ４／１０ ４／１４ ４／２０ ８／１５ １２３ ２４５．０ １２．０ ４．７
２００２ 平１４ ４／１ ４／４ ４／１０ ８／１６ ８／２６ １４４ ３８６．０ １３．７ ４．１
２００３ 平１５ ４／１３ ４／１６ ４／２１ ８／２２ ８／２５ １３１ ３４６．８ １２．２ ４．３ ４．９３
２００４ 平１６ ４／６ ４／１０ ４／１６ ８／１８ １３０ ３９８．５ １２．３ ４．１ ５．０７

平均 ４／１０ ４／１３ ４／１９ ８／１７ ８／２４ １３３．１ ３３５．４ １２．６ ４．６ ５．００

ゴールド二十世紀ｙ

１９９７ 平９ ４／１４ ４／１４ ４／２１ ９／１４ １５３ ２６８．８ １１．３ ４．５
１９９８ 平１０ ４／９ ４／１２ ４／１８ ９／７ ９／９ １５０ ３０６．５ １１．５ ５．３ ４．７０
１９９９ 平１１ ４／１３ ４／１６ ４／２１ ９／８ ９／１３ １５０ ３２１．４ １１．４ ４．２ ４．６８
２０００ 平１２ ４／１６ ４／２０ ４／２５ ９／８ ９／１３ １４６ ２７２．７ １２．０ ５．０ ４．７５
２００１ 平１３ ４／１１ ４／１４ ４／１８ ９／１１ ９／１３ １５２ ３４７．５ １１．３ ４．６ ４．４８
２００２ 平１４ ４／３ ４／８ ４／１２ ９／６ ９／１８ １６３ ３０９．９ １２．６ ５．８ ４．６８
２００３ 平１５ ４／１４ ４／１７ ４／２２ ９／１０ １４６ ３６９．５ １０．７ ４．５ ４．７０
２００４ 平１６ ４／６ ４／９ ４／１６ ９／６ １５０ ３８１．７ １１．８ ５．４ ４．５７

平均 ４／１０ ４／１３ ４／１９ ９／８ ９／１２ １５１．３ ３２２．３ １１．６ ４．９ ４．６５

豊水ｘ

１９９７ 平９ ４／１２ ４／１５ ４／１８ ９／４ ９／２４ １６２ ４３５．１ １２．７ ３．５ ４．７９
１９９８ 平１０ ４／９ ４／１２ ４／１７ ８／２２ ９／１０ １５１ ４８８．４ １２．７ ４．３ ４．５９
１９９９ 平１１ ４／１１ ４／１５ ４／１９ ８／２５ ９／１０ １４８ ４９９．０ １２．８ ３．９ ４．８６
２０００ 平１２ ４／１４ ４／１７ ４／２４ ８／２５ ９／１０ １４６ ５５６．０ １３．４ ４．０ ４．９０
２００１ 平１３ ４／６ ４／１２ ４／１８ ８／２８ ９／１８ １５９ ４９７．０ １２．８ ４．０ ４．９０
２００２ 平１４ ４／２ ４／６ ４／９ ８／２６ ９／９ １５６ ５５８．７ １３．８ ４．５ ４．９０
２００３ 平１５ ４／１１ ４／１５ ４／２１ ８／２８ １３５ ３６４．６ １１．７ ３．２ ４．５４
２００４ 平１６ ４／３ ４／８ ４／１３ ８／２３ １３７ ４５０．８ １３．２ ４．４ ４．６５

平均 ４／８ ４／１２ ４／１７ ８／２６ ９／８ １４９．３ ４８１．２ １２．９ ４．０ ４．７７

おさゴールドｙ

１９９７ 平９ ４／１４ ４／１４ ４／２１ ９／１４ １５３ ２６８．８ １１．３ ４．５
１９９８ 平１０ ４／１０ ４／１２ ４／１８ ９／７ ９／９ １５０ ３１３．３ １１．３ ５．０ ４．７２
１９９９ 平１１ ４／１３ ４／１６ ４／２１ ９／８ １４５ ３４５．９ １１．１ ４．７ ４．６２
２０００ 平１２ ４／１６ ４／２０ ４／２５ ９／８ １４１ ３０１．７ １１．４ ５．１ ４．６５
２００１ 平１３ ４／１１ ４／１４ ４／１８ ９／１１ ９／１３ １５２ ３２１．１ １１．４ ５．１ ４．６５
２００２ 平１４ ４／２ ４／８ ４／１２ ９／１１ １５６ ３３９．５ １２．６ ５．８ ４．７０
２００３ 平１５ ４／１４ ４／１７ ４／２２ ９／１０ １４６ ３６９．８ １０．９ ４．４ ４．６５
２００４ 平１６ ４／６ ４／１０ ４／１６ ９／６ １４９ ３９８．０ １２．１ ５．６ ４．５７

平均 ４／１０ ４／１３ ４／１９ ９／９ ９／９ １４９．０ ３３２．３ １１．５ ５．０ ４．６５

ｚ：１９９７―２００１までが無袋栽培、その後は有袋栽培
ｙ：全期間有袋栽培
ｘ：全期間無袋栽培
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第２表 花器の形質調査（２００３、２００４）

品 種 名 調 査 日 花弁数 がく片数 雄ずい数 雌ずい数 果そう当たり花数 やく色

な つ ひ め ２００４／４／９ ６．０ ５．０ ２８．３ ４．９ ８．８ 濃紅
ゴールド二十世紀 ２００４／４／９ ５．３ ５．０ ２２．５ ５．１ ７．８ 濃紅
豊 水 ２００４／４／６ ５．５ ５．０ ２３．１ ５．０ ７．２ 紅
幸 水 ２００４／４／８ ６．３ ５．１ ３０．８ ５．９ ８．４ 淡紅

な つ ひ め ２００３／４／２１ ７．２ ５．３ ２８．５ ５．５ ８．６ 濃紅
ゴールド二十世紀 ２００３／４／２３ ６．７ ５．２ ２９．９ ５．０ ７．８ 濃紅
豊 水 ２００３／４／２３ ５．５ ５．１ ２２．８ ４．９ ７．１ 紅
幸 水 ２００３／４／２１ ９．３ ５．７ ３２．９ ６．５ ８．３ 淡紅

第３表 果実品質（２００３、２００４）

品 種 名 調査日 果重 果色 糖度 硬度 pH 渋味 香気
果肉の
密度

果肉
の色

果点の
大きさ

果点の
密度

果面の
サビ

果実の
褐変

果心
の形

種子
の形

な つ ひ め ２００４／８／１８ ３９８．５ ３．２ １２．３ ４．１ ５．０７ 無 少 密 白 小 中 少―中 少 心臓 卵
ゴールド二十世紀 ２００４／９／６ ３８１．７ ３．０ １１．８ ５．４ ４．５７ 無 無 密 白 中 中 少 少 心臓 卵
お さ ゴ ー ル ド ２００４／９／６ ３９８．０ ３．０ １２．１ ５．６ ４．５７ 無 無 密 白 中 中 少 少 心臓 卵
豊 水 ２００４／８／２３ ４５０．８ ３．１ １３．２ ４．４ ４．６５ 無 少 密 白 大 多 多 中―少 心臓 卵
幸 水 ２００４／８／３ ３２６．９ ２．８ １３．８ ５．３ ５．４７ 無 微 緻密 白 中 密 多 少 心臓 長卵
筑 水 ２００４／７／３０ ２９９．２ ３．２ １３．０ ４．４ ５．３７ 無 微 緻密 白 中 中 マダラ 中―少 卵 卵
八 里 ２００４／８／３ ３９６．９ ２．９ １３．０ ４．９ ５．１８ 無 少 密 白 中 密 中 少 長卵 長卵
秀 玉 ２００４／８／２４ ５７２．２ ３．１ １４．４ ４．７ ５．２２ 無 有 密 白 大 密 中―多 少 心臓 長卵
秋 栄 ２００４／８／２４ ３８０．１ ３．１ １４．２ ３．６ ５．２０ 無 少 密 白 中 多 多 少 心臓 卵
秋 麗 ２００４／８／２３ ４２１．０ ３．２ １２．５ ３．９ ５．０１ 無 有 緻密 白 小 粗 中 少 心臓 卵
真 寿 ２００４／８／２３ ３８９．２ ３．７ １２．２ ５．３ ４．５１ 無 少 密 白 中 中 少―中 中 心臓 卵
あ き づ き ２００４／９／８ ５３６．３ ３．２ １３．１ ４．０ ４．７０ 無 微 緻密 白 大 中 中 少 心臓 卵

な つ ひ め ２００３／８／２５ ３４６．８ ３．１ １２．２ ４．３ ４．９３ 無 少 密 白 小 中 少―中 少 心臓 卵
ゴールド二十世紀 ２００３／９／１０ ３６９．５ ３．１ １０．７ ４．５ ４．７０ 無 無 密 白 中 少 少 少 心臓 卵
お さ ゴ ー ル ド ２００３／９／１０ ３６９．８ ３．１ １０．９ ４．４ ４．６５ 無 無 密 白 中 中 少 少 心臓 卵
豊 水 ２００３／８／２８ ３６４．６ ２．９ １１．７ ３．２ ４．５４ 無 無 密 白 大 多 多 中―少 心臓 卵
幸 水 ２００３／８／１１ ３３０．８ ３．７ １２．６ ４．２ ５．２２ 無 微 密 白 大 多 多 少 心臓 長卵
筑 水 ２００３／８／７ ２７１．８ ３．３ １３．３ ３．６ ５．２８ 無 微 緻密 白 大 多 多 中―少 卵 卵
八 里 ２００３／８／５ ３４１．７ ３．０ １２．２ ３．９ ４．８９ 無 無 密 白 中 多―中 中―多 少 長卵 長卵
秀 玉 ２００３／９／１ ６０２．８ ３．０ １２．６ ４．０ ５．２２ 無 有 密 白 大 多 多 無 心臓 長卵
愛 甘 水 ２００３／８／１１ ３２７．８ ３．１ １２．８ ３．９ ５．２３ 無 無 密 白 大 多 多 中―少 心臓 長卵

＊‘なつひめ’‘ゴールド二十世紀’‘おさゴールド’は有袋栽培。その他は無袋栽培

第４表 果実の形態的特性（２００３、２００４）

品 種 名 調 査 日
縦径
（㎜）

横径
（㎜）

果径
指数ｚ

梗あ
深さ
（㎜）

ていあ
深 さ
（㎜）

梗あ
広さ
（㎜）

ていあ
広 さ
（㎜）

果梗の
太 さ
（㎜）

果梗の
長 さ
（㎜）

果心
横径
（㎜）

果心 の
大きさｙ

心室
数

健全
種子数

種子の
大きさ
（タテ）
（㎜）

種子の
大きさ
（ヨコ）
（㎜）

な つ ひ め ２００４／８／１８ ７９．８ ９３．２ ０．８６ ７．７ １６．３ ３４．９ ４１．９ ４．１ ２２．８ ３２．４ ０．３５ ４．９ ６．２ ９．４ ５．４
ゴールド二十世紀 ２００４／９／６ ８３．０ ９０．６ ０．９２ １０．５ １３．８ ３２．６ ４１．０ ３．０ ３５．３ ３７．３ ０．４１ ５．０ ７．９ ９．９ ５．７
豊 水 ２００４／８／２３ ８３．６ ９６．９ ０．８６ １３．０ １３．７ ３７．０ ４１．１ ２．９ ３１．１ ３１．９ ０．３３ ５．０ ６．１ ９．５ ５．５
幸 水 ２００４／８／３ ７２．７ ８６．８ ０．８４ １３．５ １７．５ ３４．０ ４０．３ ３．１ ２９．７ ２４．２ ０．２８ ６．５ ４．５ ９．０ ５．２

な つ ひ め ２００３／８／２５ ７１．７ ９０．５ ０．７９ ８．３ １１．４ ３２．９ ３４．７ ３．８ ２２．０ ３６．９ ０．４１ ５．０ ８．２ ４．８ ８．５
ゴールド二十世紀 ２００３／９／１０ ７５．４ ９０．０ ０．８４ １１．９ １５．５ ３２．３ ３５．５ ３．０ ３５．５ ３８．４ ０．４３ ５．１ ８．２ ９．３ ５．５
豊 水 ２００３／８／２８ ７７．４ ９０．３ ０．８６ １３．０ １３．７ ３３．９ ３５．５ ２．４ ２９．８ ３２．５ ０．３６ ５．０ ２．１ ５．２ ９．５
幸 水 ２００３／８／１１ ７１．０ ９０．４ ０．７９ １１．２ １９．５ ３７．７ ４４．４ ３．０ ３２．３ ２７．６ ０．３１ ６．９ ５．１ ５．３ ８．９

ｚ：縦径／横径
ｙ：果心横径／果実横径

４



ニセナシサビダニの発生被害が観察されている。
また、ナシえそ斑点病については非発現性品種であ

る。

４ 栽培上の留意点
‘ゴールド二十世紀’と同様の着果管理で良いと考
えられるが、８月中旬～下旬に収穫できる早生の青ナ
シであるので、摘果遅れによる小玉化が懸念される。
‘ゴールド二十世紀’に準じた適正な着果管理が必要
である。
また、‘ゴールド二十世紀’に比べ果梗がやや短い

ため、軸折れを生じ易いと考えられる。摘果の際には
果実の向きに注意を払うとともに、袋かけについても
慎重を要すると考えられる。

無袋栽培でのサビの発生程度は中程度であるが
‘ゴールド二十世紀’より、ていあ部のサビの発生が
多い傾向である。
収量については花芽の着生、結実状況から判断して、

‘幸水’以上で‘ゴールド二十世紀’よりやや少ない
程度と考えられる。

Ⅳ 摘 要

１．‘なつひめ’は２００７年に鳥取県園芸試験場が育成
した早生の青ナシ新品種である。
２００５年３月１４日に出願、２００７年３月２３日付けで種
苗法に基づき第１５４１２号‘なつひめ’と品種登録さ
れた。

第５表 葉の形質調査（２００３、２００４）

品 種 名 調 査 日 成葉の形 角度 基 脚
葉身長ａ
（㎝）

葉幅ｂ
（㎝）

ａ×ｂ
葉柄長
（㎜）

葉柄太さ
（㎜）

葉柄長／
葉身長

な つ ひ め ２００４／７／１２ 長楕円 ３９．５ 円 １３．４ ８．２ １０９．６ ２１．２ ２．１ ０．１６
ゴールド二十世紀 ２００４／７／１２ 卵 ３４．８ 円 １３．４ ８．５ １１３．６ ２７．１ ２．４ ０．２０
豊 水 ２００４／７／１２ 卵 ４６．０ 円～心臓 １２．５ ７．７ ９６．１ ２２．７ １．９ ０．１８
幸 水 ２００４／７／１３ 卵 ４０．８ 円 １３．１ ７．８ １０１．３ ２５．８ １．９ ０．２０

な つ ひ め ２００３／７／１４ 長楕円 ３７．３ 円 １１．７ ７．２ ８４．９ ２０．７ ２．６ ０．１８
ゴールド二十世紀 ２００３／７／１４ 卵 ３６．１ 円 １１．８ ７．４ ８８．１ ２５．１ ２．３ ０．２１
豊 水 ２００３／７／１４ 卵 ４２．４ 円～心臓 １３．２ ７．８ １０２．９ ２３．０ ２．３ ０．１７
幸 水 ２００３／７／１４ 卵 ３７．０ 円 １２．３ ８．０ ９８．７ ２１．７ ２．６ ０．１８

第６表 枝梢の形質（２００４）

品 種 名
新梢長
（㎝）

新梢
太さ
（㎜）

節間長
（㎝）

えき花芽
の着生率
（％）

１０㎝間
の皮目
数

葉芽
長さ
（㎜）

葉芽
角度

皮目
大きさ

樹勢 枝密度 枝色沢 枝曲り

な つ ひ め ９４．６ ８．５ ４．１ ２３．２ ９４．８ ６．９ ２６．３ 中―大 中―強 中 濃茶褐色 直
ゴールド二十世紀 ９３．８ ９．３ ３．７ １６．１ ８１．０ ７．５ ３５．７ 中 強―中 中―多 茶―褐色 直
お さ ゴ ー ル ド ６９．９ ８．１ ３．３ ２４．８ ９０．１ ７．２ ２８．２ 中 強―中 中―多 茶褐色 直
豊 水 １０２．３ ８．８ ４．４ ９．６ １２０．３ ６．７ １６．９ 中 中 中―多 茶褐色 わん曲
幸 水 ８１．７ ８．０ ４．６ １４．６ ６５．４ ６．９ １４．９ 中 中 中―多 暗緑褐色 直

育成担当者と従事期間

氏 名 従 事 期 間 現 所 属

井上耕介 １９８９．４～１９９８．３ JA鳥取いなば農業協同組合
村田謙司 １９９８．４～２００２．３ 鳥取県農林総合研究所園芸試験場
吉田 亮 ２００２．４～２００４．１２ 鳥取県立農業大学校
北川健一 １９９０．５～２００４．１２ 東伯農業改良普及所
村尾和博 １９８９．４～１９９０．４ 鳥取県農林水産部生産振興課

５



２．１９８９年に鳥取県園芸試験場において‘筑水’に
‘おさ二十世紀’を交雑して育成した実生から選抜
した。

３．１９９７年に１次選抜され、２００２年から‘園試Ｂ系
統’として県内７カ所の現地試験に供試した。

４．‘なつひめ’の育成地での成熟期は８月中下旬で、
‘幸水’と‘ゴールド二十世紀’の間で、‘ゴール
ド二十世紀’より２週間程度早い。

５．樹勢は中から強で‘豊水’よりやや強い。開花期
は‘ゴールド二十世紀’とほぼ同時期で、‘豊水’
‘長十郎’とは和合性があるが‘ゴールド二十世
紀’とは交配親和性はない。

６．果実は円形で平均果重が３３０g程度と‘ゴールド
二十世紀’より大きい。果皮色は黄緑色で果肉は白
色。‘ゴールド二十世紀’に比べて甘く、酸味が少
ない。

７．黒斑病には抵抗性でえそ斑点病には非発現性であ
る。
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New Japanese Pear Cultivar‘Natsuhime’

Kenichi KITAGAWA, Kosuke INOUE, Kenji MURATA, Akira YOSHIDA and Kazuhiro MURAO

Summary

１．‘Natsuhime’is an early maturing, smooth-skin type new cultivar of Japanese pear（Pyrus pyrifolia Nakai
var. culta Nakai）, released in ２００７ by Tottori Horticultural Experiment Station. It was registered as‘Nat-
suhime’, a new cultivar No.１５４１２under the Seed and Seedling Law of Japan on March２３２００７.

２．It originated from the crossing between‘Chikusui’and‘Osanijisseiki’, made in１９８９.

３．It was selected as a promising tree in１９９７, and had been subjected to the local adaptability test as‘Enshi
B’，conducted at７ farms in Tottori.

４．Maturing time of‘Natsuhime’is mid-August to late August at the breeding site，between that of‘Kousui’
and‘Gold Nijisseiki’and two weeks earlier than‘Gold Nijisseiki’.

５．Trees of‘Natsuhime’are vigorous, blooms at the same time as‘Gold Nijisseiki’and cross-compatible with
‘Housui’,‘Chojuro’, but incompatible with‘Gold Nijisseiki’.

６．Fruit is round, soft, crisp, very juicy and about３３０g weight on an average and bigger than‘Gold Nijisseiki’.
The skin color is yellowish green and the flesh is white. In comparison with‘Gold Nijisseiki’, the fruit is
sweeter and less acidic.

７．It is resistant to black spot diseases（Alternaria altenata Japanese pear pathotype）and pear necrotic spot vi-
rus.

７



写真１ ‘なつひめ’の結実状況

写真２ ‘なつひめ’の原木の状況
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Ⅰ 緒 言

鳥取県の梨栽培は青ナシ品種である‘二十世紀’に
よって支えられてきた。１９８３年には結果樹面積は日本
一（３７００ha）となったが、その８割は‘二十世紀’
であった。その後、袋掛けなどの労力がかかることに
加え、生産者の高齢化などにより、栽培面積はピーク
時の３分の１程度となった。しかし現在でも‘二十世
紀’が鳥取県の梨栽培面積の７割を占めており、管理
作業の集中が生産者の負担となっている。
一方、全国的には‘幸水’（金戸、１９５９）、‘豊水’（梶

浦ら、１９７４）など糖度が高い品種が主流になっており、
消費者の意向としてもより甘い品種が選択される傾向
にある（澤村、２００６）。
そこで、‘二十世紀’偏重の品種構成を是正すると

ともに、‘二十世紀’とのシリーズ出荷が可能な高品
質ナシ品種の育成を目標に１９８９年より品種育成を開始
した。その結果‘新甘泉’、‘秋甘泉’の２品種を育成
したので、その経過と特性について報告する。

Ⅱ 育 成 経 過

鳥取県果樹野菜試験場（現、鳥取県農林総合研究所
園芸試験場）において１９８９年より自家和合性の青ナシ
品種である‘おさ二十世紀’を交配親として、その他
優良品種との交雑を行った。交雑により得られた約２
万粒の種子を播種し、このうち約半分が発芽して、１
万個体の実生群を得た。これらに対し、ナシ黒斑病検
定を行い（Sanada、１９８８）、ナシ黒斑病罹病性と判断
された個体を淘汰したのち、試験圃場に定植した。樹
体の特性と果実形質の調査を繰り返して選抜を行い、
優良と判断された系統について２００２年から現地試験
（ナシ生産者の園７か所での栽培実証）を行った。そ
の後特性が安定していると認められたことから、品種
登録を行った。
‘新甘泉’は農林水産省果樹試験場（現、独立行政
法人農業・食品産業技術総合研究機構 果樹研究所）
により育成された‘筑水’（壽ら、１９９１）に鳥取県泊
村で二十世紀の枝変わりとして発見された‘おさ二十
世紀’を交雑した実生の中から選抜され、２００６年１月
６日に登録申請し、２００８年２月２２日に品種登録された

鳥取県園試報 第１号：１１～１８（２０１４）

ニホンナシ新品種‘新甘泉’及び‘秋甘泉’
北 川 健 一１） ・ 井 上 耕 介２） ・ 村 田 謙 司 ・ 吉 田 亮３）

村 尾 和 博４） ・ 角 脇 利 彦５） ・ 高 濱 俊 一６）

Kenichi KITAGAWA１）, Kosuke INOUE２）, Kenji MURATA, Akira YOSHIDA３）,

Kazuhiro MURAO４）, Toshihiko KADOWAKI５）and Shunichi TAKAHAMA６）

New Japanese Pear Cultivars‘Shinkansen’and‘Akikansen’

１）現東伯農業改良普及所
２）現JA鳥取いなば農業協同組合
３）現鳥取県立農業大学校
４）現鳥取県農林水産部生産振興課
５）現鳥取県農林総合研究所
６）現鳥取農業改良普及所
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新甘泉

秋甘泉

筑　水

おさ二十世紀

おさ二十世紀

二十世紀

二十世紀

豊　水

豊　水

幸　水

幸　水

平塚１号

八　幸

八　雲

（登録番号第１６０２７号）。
‘秋甘泉’は‘おさ二十世紀’に‘豊水’（育成者は
‘筑水’と同じ）を交雑した実生の中から選抜され、
２００８年３月２１日に登録申請し、２００９年３月２日に品種
登録された（登録番号第１７６７８号）。
‘新甘泉’と‘秋甘泉’の系統図を第１図に示す。

Ⅲ 特 性 の 概 要

１‘新甘泉’
⑴ 樹、花の特性
樹勢は‘おさゴールド’と同様に強い。新梢の発生

本数は中程度で、新梢の色は黒褐色である。幼葉の色
は褐色で、毛じの多少は中程度である。短果枝の着生
は中程度で‘豊水’と同等、えき花芽の着生は中程度
で‘幸水’と同等である（第１表）。満開日は育成地
（鳥取県東伯郡北栄町）において４月１７日頃で、‘お
さゴールド’と同日か‘幸水’よりも２日早い。蕾の
色は白色で、花弁の大きさは‘おさゴールド’と同様
に中程度、葯の色は‘おさゴールド’よりやや薄い紅
色である（第２表）。自家不和合性遺伝子型（Ｓ遺伝
子型）はS４S９であり、‘幸水’や‘豊水’と交配親和

性があるが、‘新興’と交配親和性を持たない。
⑵ 果実の特性
収穫日は育成地において８月下旬～９月上旬であり、

‘豊水’よりも５～７日程度早く収穫できる。果重は
４７０gで大玉となる。糖度は１３．５％となり、‘幸水’と
同等に酸味がなく非常に甘い。果肉は柔らかく、多汁
である。ミツ症、心腐れ症の発生は少ない。日持ちは
常温で７～１０日程度である（第３表、写真１）。
⑶ 栽培上の留意点
ナシ黒斑病抵抗性であるが、ナシえそ斑点病につい

ては発現性である。黒星病については通常の防除体系
で対応できる。果梗がやや短く軸折れしやすいため、
真上方向の果台への着果は避ける。落葉期が遅く枝が
強大になりやすいため、春先の除芽や夏季誘引が必須
である。短果枝は３年程度しか維持できず、その後中
間芽が多くなるため、早めの側枝更新が必要である。

２ ‘秋甘泉’
⑴ 樹、花の特性
樹勢、枝の発生本数は中程度で、新梢の色は濃茶褐

色である。幼葉の色は赤褐色で、‘おさゴールド’よ
りもやや赤みが強い。毛じの多少は中程度である。短

第１図 ‘新甘泉’と‘秋甘泉’の系統図
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第１表 ‘新甘泉’および‘秋甘泉’の樹体特性

品 種 名 樹 勢 枝の発生密度 新梢の色 短果枝着生 えき花芽着生 幼葉の色 幼葉の毛じの多少

新 甘 泉 強 中 黒褐 中 中 褐 中

秋 甘 泉 中 中 濃茶褐 中 多 赤褐 中

幸 水 中 多 緑褐 少 中 褐 少

豊 水 中 多 黒褐 中 多 褐 少

おさゴールド 強 多 濃茶褐 多 多 褐 多

第２表 ‘新甘泉’および‘秋甘泉’の開花特性

品 種 名
開 花 期

蕾の色 花弁の大きさ 葯の色
始 満開 終

新 甘 泉 ４／１４ ４／１７ ４／２１ 白 中 紅

秋 甘 泉 ４／１３ ４／１６ ４／２３ 淡桃 小 濃紅

幸 水 ４／１５ ４／１９ ４／２３ 淡桃 中 淡紅

豊 水 ４／１２ ４／１４ ４／２１ 淡桃 大 濃紅

おさゴールド ４／１４ ４／１７ ４／２２ 淡桃 中 濃紅

※開花日は２００８～２０１２年の平均値

第３表 ‘新甘泉’および‘秋甘泉’の果実特性

品 種 名
収 穫 期

果重（g） 糖度（％） 硬度（lbs） pH 日持ち（日）
始 終

新 甘 泉 ８／２５ ９／１ ４７０ １３．６ ４．３ ５．１６ ９

秋 甘 泉 ９／１３ ９／２３ ５１０ １３．０ ４．５ ４．９６ １０

幸 水 ８／１５ ８／２２ ３７２ １２．５ ４．８ ５．１８ ８

豊 水 ８／３１ ９／１５ ５１９ １２．８ ４．３ ４．５２ １２

おさゴールド ９／９ ９／１９ ３６９ １１．７ ４．５ ４．６５ １５

※２００８～２０１２年の平均値
※‘おさゴールド’は有袋、それ以外の品種は無袋で栽培

育成担当者と従事期間

氏 名 従 事 期 間 現 所 属

井上耕介
村田謙司
吉田 亮
北川健一
村尾和博
角脇利彦
高濱俊一

１９８９．４～１９９８．３
１９９８．４～２００２．３
２００２．４～２００６．３
１９９０．５～２００６．３
１９８９．４～１９９０．４
２００６．４～２００７．１２
２００６．４～２００７．１２

JA鳥取いなば農業協同組合
鳥取県農林総合研究所園芸試験場
鳥取県立農業大学校
東伯農業改良普及所
鳥取県農林水産部生産振興課
鳥取県農林総合研究所企画総務課
鳥取農業改良普及所
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果枝の着生は中程度であるが、えき花芽の着生は‘豊
水’や‘おさゴールド’と同様に多い（第１表）。満
開日は育成地において４月１６日頃で、‘豊水’よりも
２日遅い。蕾の色は‘幸水’や‘豊水’と同様に淡桃
色で、花弁は小さい。葯の色は‘豊水’と同様で濃紅
色である（第２表）。Ｓ遺伝子型はS５S４smで自家和合性
を有する。
⑵ 果実の特性
収穫日は育成地において９月中旬である。果重は

５１０g程度でかなり大玉になる。糖度は１３．０％で、適
度な酸味があるが‘豊水’よりも酸味が少ない。果肉
は柔らかいが、適度なシャリ感を有する。ミツ症、心
腐れ症は発生しない。日持ちは常温で１０～１４日程度で
ある（第３表、写真２）。
⑶ 栽培上の留意点
ナシ黒斑病抵抗性であるが、ナシえそ斑点病につい

ては発現性である。黒星病については通常の防除体系
で対応できる。自家和合性品種であるため、着果過多
にならないよう注意する。まれに果梗部に空洞ができ
ることがある（写真３）。

Ⅳ 摘 要

高糖度な赤ナシの品種として‘新甘泉’と‘秋甘泉’
の２品種を育成した。‘新甘泉’は１９８９年に‘筑水’

に‘おさ二十世紀’を交雑して得られた赤ナシ品種で
ある。収穫時期は８月下旬から９月上旬で、果重４７０
g、糖度１３．５％と高糖度であり、酸味は感じられない
品種である。‘秋甘泉’は１９９０年に‘おさ二十世紀’
に‘豊水’を交雑して得られた赤ナシ品種である。収
穫時期は９月中旬で、果重５１０g、糖度１３．０％と大玉、
高糖度の自家和合性品種である。

引 用 文 献

梶浦実・金戸橘夫・町田裕・前田誠・小崎格・田代俊
生・岸本修・清家金嗣．１９７４．ニホンナシの新品種
‘八幸’と‘豊水’について．果樹試報．A１：１―１２．
金戸橘夫．１９５９．梨の新品種「幸水」について．果実
日本．１４⑺：５２―５３．

壽和夫・佐藤義彦・阿部和幸・大村三男・小園照雄・
清家金嗣・梶浦一郎・金戸橘夫・町田裕・栗原昭
夫・岸本修・志村勲．１９９１．ニホンナシ新品種‘筑
水’．果樹試験場報告２１：１５―２８．

Sanada, T. １９８８. Selection of resistant mutants to
black spot disease of Japanese pear［Pyrus serot-
ina］by using host-specific toxin. Japan. J. Breed.
３８:１９８―２０４.
澤村豊．２００６．日本ナシ優良品種の開発の現状．果実
日本．６１⑹．１４―１９．
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New Japanese Pear Cultivars‘Shinkansen’and‘Akikansen’

Kenichi KITAGAWA, Kosuke INOUE, Kenji MURATA, Akira YOSHIDA,
Kazuhiro MURAO, Toshihiko KADOWAKI and Shunichi TAKAHAMA

Summary

‘Shinkansen’and‘Akikansen’are russet-skin type new cultivars of Japanese pear（Pyrus pyrifolia Nakai var.
culta Nakai）.‘Shinkansen’was obtained from a cross between‘Chikusui’and‘Osanijisseiki’in１９８９, and‘Aki-
kansen’from a cross between‘Osanijisseiki’and‘Housui’in １９９０.‘Shinkansen’fruit matures late August to
early September. It has large fruit size about４７０g and contains higher soluble solids（１３．５°Brix）with little sour
taste.‘Akikansen’fruit matures middle September. It has more large fruit size about ５１０g and contains higher
soluble solids（１３．０°Brix）, and is self-compatible cultivar.
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写真１ ‘新甘泉’の着果状況（無袋）

写真２ ‘秋甘泉’の着果状況（無袋）

写真３ ‘秋甘泉’の果梗部の空洞（通称“軸抜け”）の様子
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Ⅰ 緒 言

果樹を加害するカメムシ類（以下、果樹カメムシ類）
は、１９７３年に最初の全国的な大発生があり、各種果樹
に甚大な被害を与えた（長谷川・梅谷、１９７４；梅谷、
１９７６）。それ以降、大発生は数年の間隔で生じており
（志 賀、１９８０；井 上、１９８６；高 木、１９９７；大 平、
２００３）、果樹類共通の重要害虫として今日に至っている。
ナシ類を加害するカメムシ類として、日本では１５種

が記録されている（日本応用動物昆虫学会、２００６）が、
そのうち鳥取県では、チャバネアオカメムシPlautia
crossota stali Scott（以下、チャバネ；第１図）およ
びクサギカメムシHalyomorpha halys（Stal）（以下、
クサギ；第１図）の２種が重要な防除対象種である（鳥
取県カメムシ防除対策協議会、１９７８）。ナシ果実が果
樹カメムシ類成虫に吸汁加害されると、表面に窪みを
生じて奇形果になる（井上、２００３）ことから、品質が
低下し（藤家、１９８５；中田、２００５）、商品価値が失わ
れる（伊澤、２００１）。そのため、加害成虫に対する防
除無くしては安定的な生産が不可能である（山田・野
田、１９８５）。
果樹カメムシ類によるナシ果実の加害時期と被害症

状の関係について、春期加害では果実が著しく変形す
ること、夏期加害では、春期被害に比べて窪みの程度
は軽いことが観察事例などから報告されている（農林
水産技術会議事務局、１９７６）。しかし、こうした被害

症状と加害種の関係は明らかにされていない。また、
水主川ら（２００７）は、６～８月にニホンナシ‘豊水’
および‘幸水’を用いて、チャバネによる果実の被害
解析を行い、６月中旬～７月中旬は被害程度が大きい
が、幼果期と収穫直前の時期は、被害部の陥没が小さ
いことを報告している。しかし、本県の重要な防除対
象種であるクサギの加害時期と被害症状の関係は不明
である。
そこで、カメムシの種類別にみた加害時期と収穫時

の果実の被害程度の関係を明らかにするため、２００５～
２００８年にニホンナシ‘ゴールド二十世紀’果実を用い、
チャバネおよびクサギの接種試験を時期別に実施した
結果、新たな知見が得られたのでここで報告する。

Ⅱ 材料および方法

１ 試験ほ場の概要
試験を実施したほ場は、鳥取県農林総合研究所園芸

試験場（鳥取県東伯郡北栄町由良宿、以下園試）内に
あるニホンナシ‘ゴールド二十世紀’園（面積約５a）
である。樹齢は調査を開始した２００５年時点で１５年生で
あった。殺虫剤および殺ダニ剤は試験の全期間無散布
とし、殺菌剤は４～６月に散布したが、カメムシの接
種期間中は無散布とした。また、施肥は園試の慣行基
準に従った。人工受粉日は、２００５および２００６年が４月
１７日、２００７年は４月１３および１５日、２００８年は４月１６お
よび２０日であった。

鳥取県園試報 第１号：１９～２８（２０１４）

ニホンナシ‘ゴールド二十世紀’果実における
果樹カメムシ類の加害時期と被害程度の関係

中 田 健 ・ 岡 山 裕 志１） ・ 伊 澤 宏 毅２）

Ken NAKADA, Hiroshi OKAYAMA１）and Hiroki IZAWA２）
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２）鳥取県西部総合事務所農林局西部農業改良普及所大山支所

１９



２ 果実への供試成虫の接種方法
カメムシ成虫の接種試験は、２００５～２００８年のナシの

生育期間中に実施し、２００５および２００６年はチャバネを、
２００７および２００８年はチャバネとクサギを供試した。ま
た、接種日は試験年で異なるが、第１表の月・旬の範
ちゅうとした。供試したチャバネおよびクサギの成虫
は、実験室内（２５℃、１６L８D）で累代飼育して得た個
体である。果実への接種は、‘ゴールド二十世紀’１
果を網袋（ポリエチレン製タマネギネット、２２㎝×３３
㎝）で包み、そこに成虫を収容した後、袋口をひもで
縛った。１袋に収容する成虫数は、２００５～２００７年が２
頭（雌雄各１頭）、２００８年が４頭（雌雄各２頭）とし、
接種２日後に供試個体を網袋ごと回収した。なお、
５～６月は網袋かけの負荷による落果が懸念されるた
め、果実と果そう葉を一緒に網袋に包み込んだが、
７～８月は果実だけを網袋で包んだ。１回の接種試験
で供試した果数は、カメムシの種類および接種日ごと
に、２００５および２００６年は各１０果、２００７および２００８年は
各２０果とした。また、供試果実は、野外から試験園に
飛来するカメムシ類による加害を防ぐため、網袋をか
けた２日間を除き、試験期間を通じて小袋あるいは大
袋（二重袋）をかけた。

３ 果実の被害程度の調査
２００５～２００８年の収穫期（第１表）に供試果をすべて
収穫し、カメムシによる被害程度を１果ずつ調査した。
調査法は、舟山（２００２）の方法を参考に、果実毎に目
視できる吸汁痕の幅をノギスで計測し、Ⅰ：吸汁痕だ
けで窪んでいない、Ⅱ：微小な窪み（幅１～２㎜）、
Ⅲ：小さな窪み（幅２～５㎜）、Ⅳ：比較的大きな窪
み（幅５～１０㎜）、Ⅴ：著しく大きな窪み（幅１０㎜以

上）に区分し、各グレードに１～５のスコアを与え、
以下の式により被害度を算出した。
被害度＝（（Ⅴの吸汁痕数×５＋Ⅳの吸汁痕数×４＋

Ⅲの吸汁痕数×３＋Ⅱの吸汁痕数×２＋Ⅰの吸汁痕
数）／総吸汁痕数×５）×１００
また、２００８年には、収穫した接種果実について、被

害度を調査した後、果実を解体して種子を取り出し、
完全種子、不完全種子（変形）およびしいなに区分し、
それぞれの種子数を１果毎に記録した。また、対照と
して無処理の２０果を任意に選び、同様に種子の状態を
調査した。

４ 果実の肥大量の調査
収穫日（第１表）に、供試果の横径をノギスにより

１果ずつ計測し、さらに収穫日には果実重も計測した。
また、無処理果について、２００５および２００６年は５月

中旬以降に各１０果を、２００７年は５月上旬以降に各１５果
をそれぞれ任意に選び、３か年とも収穫期まで約１５日
間隔で１果ずつ果実横径を調査した。

Ⅲ 結 果

１ 果実の経時的な肥大量
無処理果実の平均横径は、調査１回目は、２００５年は

５月中旬で１６．３㎜、２００６年は同１５．０㎜、２００７年は５月
上旬で１０．７㎜であった。その後、経時的に果実は肥大
し、収穫時に２００５年は８４．６㎜、２００６年は８０．９㎜、２００７
年は８６．１㎜となった。
接種時期別の日あたり肥大量は、第２図に示した。

２００５および２００６年は７月中旬～８月上旬、２００７年は７
月上～中旬の肥大量が最も多かった。また、３か年と
も７月上旬以降に肥大量が多くなった。年次間で比較
すると、２００５および２００６年はほぼ同様な日肥大量の推
移を示した。２００７年は両年と比較して６月中旬～７月
中旬の期間の日肥大量が多くなり、７月中旬～８月上
旬の日肥大量がやや減少する傾向を示したが、３か年
の肥大消長に大きな相違は認められなかった。

２ 接種果実の落果および収穫期における外
観

接種果実は、いずれの年も収穫日までに落果により
収穫果数が多少とも減少した（第２表）。特に、２００８
年のクサギ接種果実では、５月上旬接種後に落果が多
く生じて収穫果数が半減した。
また、接種果実の収穫期における外観は、時期別の

第１表 各試験年のカメムシ接種日および収穫日

接種
時期ｚ

年度別接種日

２００５ ２００６ ２００７ ２００８

５月上旬 ― ― ５／２ ５／６
５月中旬 ５／１６ ５／１５ ５／１７ ―
６月上旬 ６／１ ５／３０ ５／３１ ―
６月中旬 ６／１４ ６／１４ ６／１６ ―
７月上旬 ７／１ ６／３０ ７／６ ７／６
７月中旬 ７／１９ ７／１９ ７／１８ ―
８月上旬 ８／２ ７／３１ ８／１ ―
８月中旬 ８／１６ ８／１５ ８／１５ ―

収穫日 ９／５ ９／８ ９／８ ９／１１

ｚ時期別に比較するため接種時期の表記を統一した。
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代表として２００７年に記録した果実を第３図で示した。
チャバネについて、供試果実の収穫期における被害

の様相を接種時期別にみると、５月上旬～中旬（幼果
期）は、果実表面に吸汁痕を中心とした軽微なアザを
生じ、吸汁か所によっては微かに窪みがみられるが、
著しい変形果や大きな窪みのある果実は確認できな
かった。６月上旬～８月上旬は、吸汁痕を中心に果実
表面が大きくなめらかに窪む様相が観察された。８月
中旬（成熟期）は、吸汁痕はわずかに認められるもの
の外観上は窪みがみられない果実が多かったが、窪み
がみられた場合は、その部分の緑色が濃く残っていた。
クサギについて、供試果実の収穫期における被害の

様相を接種時期別にみる（第３図）と、５月上旬では、
大きく窪んで著しく変形した果実が認められた。
５月中旬は、吸汁痕を中心にやや深い窪みがみられ

たが、５月上旬のような著しい変形果は認められな
かった。６月上旬～８月上旬では、チャバネと同様に、
吸汁痕を中心として果実表面が大きくなめらかに窪む

第２図 果実横径の時期別ｚ日あたり肥大量の推移
（無処理果実）

ｚ調査期間の詳細は第１表参照。２００５、２００６年は１０果、
２００７年は１５果調査。
ｙ２００５および２００６年は、人工交配日から５月中旬（調
査１回目）までの肥大量。

〔２００５年、チャバネオアカメムシ接種〕

接種日
接種
果数

調査
果数ｚ

被害度算
出果数ｙ

接種時 収 穫 時 調査吸汁
痕数／果ｘ

±S.D.
果実横径
（㎜）

果実横径
（㎜）

果重
（g）

５月１６日 １０ １０ １０ １６．４ ８４．１ ２９４．２ ２８．１± ８．７
６月１日 １０ １０ １０ ２３．６ ８１．５ ２７１．１ １１．５± ９．６
６月１４日 １０ １０ ９ ２９．０ ８１．９ ２６５．６ ４．１± ２．５
７月１日 １０ ９ ８ ３５．７ ８４．８ ３０３．１ ８．１± ８．８
７月１９日 １０ ９ ８ ５１．６ ８６．５ ３２０．９ １５．３±１６．５
８月２日 １０ １０ ７ ６４．１ ８５．４ ３０３．２ １１．１±１５．５
８月１６日 １０ １０ ９ ７５．０ ８７．４ ３２１．６ ５．０± ４．０

第２表 接種果実のサイズと吸汁痕数

ｚ収穫日（第１表）までに落果した果実を除く。
ｙ調査時に目視で吸汁痕が確認できなかった果実は除く。
ｘ目視で確認できた調査吸汁痕の合計数。

〔２００６年、チャバネアオカメムシ接種〕

接種日
接種
果数

調査
果数ｚ

被害度算
出果数ｙ

接種時 収 穫 時 調査吸汁
痕数／果ｘ

±S.D.
果実横径
（㎜）

果実横径
（㎜）

果重
（g）

５月１５日 １０ １０ ９ １４．９ ７９．５ ２４２．２ １７．７±１１．６
５月３０日 １０ １０ １０ ２１．６ ７８．０ ２２８．２ ２８．４±３３．７
６月１４日 １０ ９ ９ ２７．８ ７９．１ ２３４．３ ３５．２±２６．３
６月３０日 １０ １０ １０ ３５．８ ７８．１ ２６１．５ ５４．８±４１．２
７月１９日 １０ １０ ８ ４６．５ ７７．５ ２２５．２ ９．５± ７．６
７月３１日 １０ １０ ９ ５７．５ ８５．４ ２６４．５ １４．６± ９．４
８月１５日 １０ ９ ９ ６９．６ ７９．７ ２４２．４ ２９．２±１６．８

〔２００７年、チャバネアオカメムシ接種〕

接種日
接種
果数

調査
果数ｚ

被害度算
出果数ｙ

接種時 収 穫 時 調査吸汁
痕数／果ｘ

±S.D.
果実横径
（㎜）

果実横径
（㎜）

果重
（g）

５月２日 ２０ １９ １６ １０．３ ８２．３ ２７６．６ １２．８±１１．５
５月１７日 ２０ ２０ １３ １７．３ ８２．６ ２７９．８ ８．８± ６．８
５月３１日 ２０ ２０ ９ ２５．５ ８５．５ ３１６．８ ７．２± ６．０
６月１６日 ２０ ２０ １８ ３２．０ ８６．３ ３１６．６ １０．４± ８．６
７月６日 ２０ ２０ １４ ４１．１ ８５．４ ３０７．７ ８．６± ６．６
７月１８日 ２０ ２０ ２０ ４９．９ ８４．４ ２９６．６ １５．３± ９．５
８月１日 ２０ １９ １７ ６１．９ ８５．３ ３１１．９ １８．９±１４．９
８月１５日 ２０ ２０ １６ ７５．５ ８６．５ ３２２．７ １０．４±１９．１

〔２００７年、クサギカメムシ接種〕

接種日
接種
果数

調査
果数ｚ

被害度算
出果数ｙ

接種時 収 穫 時 調査吸汁
痕数／果ｘ

±S.D.
果実横径
（㎜）

果実横径
（㎜）

果重
（g）

５月２日 ２０ １６ １３ ９．８ ７８．０ ２２４．８ ５．４± ７．４
５月１７日 ２０ ２０ １６ １７．６ ８１．７ ２７４．９ ５．９± ５．２
５月３１日 ２０ １９ １２ ２５．３ ８４．６ ３０４．０ ３．６± ２．４
６月１６日 ２０ ２０ ２０ ３２．８ ８６．８ ３１９．６ １５．０± ８．８
７月６日 ２０ １９ １９ ３９．８ ８２．５ ２７５．２ １１．２± ８．２
７月１８日 ２０ ２０ ２０ ５１．２ ８５．８ ３１０．８ ２０．１±１３．５
８月１日 ２０ ２０ ２０ ６３．０ ８５．６ ３１２．６ ２９．６±１４．９
８月１５日 ２０ ２０ ２０ ７４．６ ８６．０ ３１６．６ ３０．７±１９．１

〔２００８年、チャバネアオカメムシ接種〕

接種日
接種
果数

調査
果数ｚ

被害度算
出果数ｙ

接種時 収穫時 調査吸汁
痕数／果ｘ

±S.D.
果実横径
（㎜）

果重
（g）

５月６日 ２０ １８ １８ １２．１ ２２３．９ １１．３± ６．１
７月６日 ２０ ２０ ２０ ３９．２ ２０９．８ ４５．８±２７．４

〔２００８年、クサギカメムシ接種〕

接種日
接種
果数

調査
果数ｚ

被害度算
出果数ｙ

接種時 収穫時 調査吸汁
痕数／果ｘ

±S.D.
果実横径
（㎜）

果重
（g）

５月６日 ２０ ９ ６ １２．２ ２０８．１ ５．７± ４．５
７月６日 ２０ １８ １８ ３９．９ ２２１．３ ６０．８±２９．４

２１
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様子が観察された。８月中旬（成熟期）は、６月上旬～
８月上旬より窪みはやや小さいものの、その部分の緑
色が濃く残っていた。

３ 接種果実の被害程度と種子の状態
接種果実の吸汁痕数は、時期別、年次別、果実別お

よびカメムシ種類別のいずれにおいても変動が大き
かった（第２表）が、吸汁痕数の多少とナシ果実の被
害程度との間には一定の傾向は認められなかった。
チャバネについて、２００５～２００７年の３か年に実施し

た時期別の接種試験による収穫時の被害度を第４図に
示した。２００５年は８月中旬接種果実（以下、時期・接
種果実の表記は、時期だけの表記）の被害度が、２００６
年は５月中旬および６月上旬の被害度が、２００７年は５

月上旬および８月中旬の被害度が低くなり、その他の
時期と比較して有意な差が認められた。
クサギについては、２００７年に時期別の接種試験を

行った。時期別の被害度は多少変動したものの、年間
を通じて特定の傾向は認められなかった（第４図）。
チャバネとクサギの間で接種時期別の被害度を比較し
た（第５図）。２００７年は５月上旬、５月中旬、６月上
旬、８月上旬および８月中旬の被害度において、種間
で有意な差がみられ、いずれもクサギの被害度が高
かった。２００８年は５月上旬と７月上旬の比較を種間で
行った結果、いずれも有意な差がみられ、クサギの被
害度が高かった。
果実種子の状態を２００８年に調査した結果を第３表に

示した。チャバネおよびクサギについて、接種果と対

第４図 接種時期およびカメムシ種別の収穫期における被害度

各年度の接種日は第１表参照。
被害程度は、目視できる吸汁痕を果実毎に、Ⅰ：吸汁痕だけで窪んでいない、Ⅱ：微小な窪み（幅１～２㎜）、

Ⅲ：小さな窪み（幅２～５㎜）、Ⅳ：比較的大きな窪み（幅５～１０㎜）、Ⅴ：著しく大きな窪み（幅１０㎜以上）に区
分し、各グレードに１～５のスコアを与え、以下の式により被害度を算出した。なお、目視で吸汁痕が確認できた
果実を被害果実と判断し、目視で吸汁痕が確認できなかった果実は、被害度の計算から除外した。
被害度＝（（Ⅴの吸汁痕数×５＋Ⅳの吸汁痕数×４＋Ⅲの吸汁痕数×３＋Ⅱの吸汁痕数×２＋Ⅰの吸汁痕数）／総吸
汁痕数×５）×１００
異なる符号間はSteel-Dwass-testで有意差有り（Ｐ＜０．０５）。
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照（無処理）果の比較では、いずれも有意な差がみら
れなかった。

Ⅳ 考 察

リンゴ果実における果樹カメムシ類の被害は、生育
ステージにより異なり、幼果期の加害では、果実表面
はやや窪み、がくあ部が吸汁されると奇形が著しくな
ることがある（上野・庄司、１９７８）。果実肥大期の加
害では、果実表面が緑色をおびて大きく窪む（舟山、
１９９６）が、成熟期の場合は、外観的には被害が判別し
にくい（安永ら、１９９３）という。
ナシ果実について、本試験のチャバネでは、収穫果

の被害度を接種時期別に比較すると、６月上旬～８月
上旬が高く、５月上旬および中旬（幼果期）が低い傾
向であり、水主川（２００７）の報告とほぼ一致した。一
方、クサギでは、収穫果における接種時期別の被害度

に特定の傾向は認められないが、外観上は５月上旬
（幼果期）接種の果実で変形が著しい様子が観察され
た。果実の生育期間や栽培種などが異なるため、リン
ゴとの単純な比較は難しいが、幼果期に加害されると
著しい変形果を生じる（上野・庄司、１９７８）など、ク
サギによる被害は前述のリンゴに関する報告と類似点
がみられた。
チャバネとクサギの種間で収穫果の被害度を接種時

期別に比較したところ、５月上旬～６月上旬および８
月上～中旬（成熟期）にはクサギのそれが高かった。
特に、５月上旬（幼果期）は、収穫果の被害度および
外観はカメムシ類の種間で大きく異なり、クサギの場
合は著しい奇形果を生じるが、チャバネの場合はそれ
が認められなかった。また、種子数が少ないと、果実
の不整形果が多くなる（小林、１９８２）ことから、幼果
期に加害させた果実における収穫時の種子数や種子の
状態を種間で比較検討したが、有意な差はみられな
かった。さらに、上野・庄司（１９７８）は、数種のカメ
ムシ類をモモとオウトウの果実に接種した試験結果か
ら、クサギ被害の特徴として、両樹種とも幼果期に落
果することを報告している。本試験の結果でも、幼果
期にクサギの接種虫数を２頭（２００７年）から４頭（２００８
年）に増やした場合に落果が多くみられたことから、
ニホンナシにおいても、幼果期のクサギ寄生密度が高
い場合、落果被害が生じやすくなる可能性が示唆され
た。
ナシ果実における被害について、本試験の結果、接

種時期あるいはカメムシ種の違いにより被害度に有意
な差がみられた。その要因として、吸汁痕数の多少や
果実肥大消長の年次間差などを想定して試験を実施し
たが、時期別に見た吸汁痕数と被害度の間には何らの
相関も認められなかった。また、水主川ら（２００７）も

第５図 チャバネアオカメムシとクサギカメムシの時
期別接種果実の収穫果における被害度の比較

接種日は第１表参照。
被害度は第４図と同じ。
Wilcoxon signed-rank testで 有 意 差 有 り（＊ｐ＜

０．０５、＊＊ｐ＜０．０１）。

第３表 接種果実ｚの収穫時の種子ｙの状態（２００８）

種 類 接種日 調査果数 平均種子数／果
平均種子数（比率）

完 全 不完全（変形） し い な

チャバネアオカメムシ
５月６日 １８ １０．０ ６．５a（６５．０％） ０．３ab（ ３．３％） ３．２a（３１．７％）

７月６日 ２０ １０．０ ６．５a（６５．０％） ０．２a（ １．５％） ３．４a（３３．５％）

クサギカメムシ
５月６日 ９ １０．０ ６．０a（６０．０％） １．８b（１７．８％） ２．２a（２２．２％）

７月６日 １８ ９．８ ６．６a（６６．７％） ０．８ab（ ７．９％） ２．５a（２５．４％）

対照（無処理） ２０ ９．９ ６．１a（６１．６％） １．０ab（ ９．６％） ２．９a（２８．８％）

ｚいずれも９月１１日に収穫。
ｙ種子は完全種子、不完全種子（変形を伴う）およびしいな別に計数した。異なる符号間はTukey-kramer testで有意差有
り（ｐ＜０．０５）。
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吸汁痕数は果実被害の時期的な変動要因として第一義
的ではないと察している。一方、‘ゴールド二十世紀’
の無処理果における果実肥大消長（第２図）は、調査
年次間で大きな相違は認められず、肥大曲線は一般的
なＳ字型（小林、１９８２）を示すとみなされる。こうし
た点から、本試験において収穫時の果実被害度が接種
時期あるいはカメムシ種の違いにより異なった要因は、
吸汁痕数の多少や果実肥大消長の年次間差ではなく、
加害時期と加害種に起因するナシ果実の生理的反応の
時期的相違と推察される。したがって、果樹カメムシ
類によるニホンナシ果実の被害程度は、リンゴの場合
と同様、生育ステージによって異なり、さらには加害
種によっても違ってくると考えられた。

Ⅴ 摘 要

ニホンナシ‘ゴールド二十世紀’果実について、カ
メムシ類による加害時期、加害種と収穫期の被害程度
との関係を明らかにするため、チャバネアオカメムシ
（以下、チャバネ）とクサギカメムシ（以下、クサギ）
の接種試験を時期別に実施した。
その結果、収穫果実における被害程度は、カメムシ

類の接種時期および種類によって異なった。
チャバネの場合、被害度は、６月上旬～８月上旬の

接種区が高く、幼果期の５月上～中旬は低かった。一
方、クサギの場合、外観上は５月上旬（幼果期）に接
種した果実の変形が著しく、被害度は時期別に特定の
傾向がみられなかったことから、栽培期間を通して本
種寄生果実は品質低下が問題となると考えられた。接
種時期別の被害度をチャバネとクサギの種間で比較す
ると、５月上旬～６月上旬、８月中旬（成熟期）はク
サギの被害度が高かった。
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Effects of Infestation at different stage of the Japanese pear fruit cvs.‘Gold Nijisseiki’by Stink Bugs.

Ken NAKADA, Hiroshi OKAYAMA１）and Hiroki IZAWA２）

Summary

To clarify the effects of Infestation at different stage of the Japanese pear fruit by Stink Bugs, we investi-
gated the seasonal degree of damage and the injury by fruit-piercing stink bugs, the brown winged green bug
（Plautia crossota stali Scott）, brown marmorated stink bug（Halyomorpha halys Stal）, in Japanese pear‘Gold Ni-
jisseiki’.
The damage degree of the Japanese pear‘Gold Nijisseiki’fruit was different by the doing damage to seasonal

of the fruit-piercing stink bug and the species.
Degree of fruit damage by the brown winged green bug, in early June to early August showing a peak, the

order of early May to mid-May.
On the other hand, degree of fruit damage by brown marmorated stink bug a striking appearance is a defor-

mation of the fruit in early May, but a certain trend, and the potential impact during cultivation.
A comparison of the brown marmorated stink bug and degree of fruit damage the brown winged green bug,

early May to early June, mid-August is a high degree of brown marmorated stink bug fruit damage.
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チャバネアオカメムシ成虫 クサギカメムシ成虫

第１図 鳥取県における主要な果樹カメムシ類

〔チャバネアオカメムシ〕

５月上（幼果期）
（５／２接種）

６月中旬
（６／１６接種）

７月上旬
（７／６接種）

８月中旬（成熟期）
（８／１５接種）

〔クサギカメムシ〕

５月上（幼果期）
（５／２接種）

６月中旬
（６／１６接種）

７月上旬
（７／６接種）

８月中旬（成熟期）
（８／１５接種）

第３図 接種時期別にみた収穫時の被害果の外観（２００７）
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Ⅰ 緒 言

鳥取県は西日本有数の白ネギ産地であり、白ネギは
県下全域の畑地や水田転作の作目として主要品目と
なっている。鳥取県西部地域は、周年供給できる産地
として主に関西市場から高い評価を得ているが、白ネ
ギは低温性作物であるため、７月から９月の高温期の
栽培が難しく、夏から初秋にかけての平坦地の栽培で
は、出荷量が減少し品質が低下する。この時期の白ネ
ギの出荷は、冷涼な気候を生かした標高３００～６００mの
中山間地が中心となる。
中山間地では、夏でもネギの生育適温に近く、高温

性病害の発生も少ないため、平坦地に比べてネギの生
育が停滞しにくく、夏どり作型が有利に行われている。
しかし、標高４００m以上の中山間地では、春の気温上
昇が遅く融雪も遅いため、定植時期が４月中旬となる
ことに加え、現在主流であるペーパーポットによる稚
苗移植栽培では、定植時の苗が小さく、収穫開始は９
月以降となる。さらに冬期は降雪が早いため収穫期間
が１１月末までと限定され、白ネギ農家の経営規模の拡
大は困難な状況である。一方で、白ネギは周年を通し
て需要があり、特に８月の盆前は需要が高まるため、
市場からの要望が高く、市場価格も安定している。
これらの理由から、中山間地において白ネギの収穫

期を前進化して盆前から安定して生産する技術に対す
る産地の期待は大きい。
これまでに中山間地における盆前出荷の技術として、

龜田（２０００）は、被覆資材による保温処理で早獲りが
可能であることを報告しているが、天候不順による生
育停滞や培土作業の遅れにより栽培期間が長期化する
と保温による生育促進効果が不明瞭になりやすいと指
摘しており、現地では技術導入に至っていない。白ネ
ギ栽培では、ペーパーポット育苗、セル成型育苗が普
及する以前、地床育苗の大苗が定植されていた。地床
育苗による大苗は、セル成型育苗などの小苗に比べて
収穫までの期間が短い特徴がある。また、ハクサイ
（Kratky、１９８２）とトマト（Leslie、１９８６）では、容
積の大きな容器を育苗に用いると大苗となり、初期収
量の増加や収穫時期の前進化が可能であると報告され
ている。
白ネギの全自動移植機に対応した４８８穴セルトレイ

の育苗を用いた機械移植（横山、１９９６）では、セルト
レイを育苗床に密着させ地床に根を下ろす育苗法（以
下、直置き育苗）によって、セルの容量が小さくても
苗を健全に生育させる技術が確立されている。これら
の事例を踏まえると、白ネギにおいて容量の大きなセ
ルトレイを用いて直置き育苗することで大苗となり、
定植時期を変えることなく収穫を前進化できる可能性
が考えられる。

鳥取県園試報 第１号：２９～３６（２０１４）

中山間地の白ネギ栽培における
１２８穴セルトレイ直置き育苗による盆前出荷技術

霜 田 敬 司１）・ 小 林 弘 昌２）・ 龜 田 修 二

Takashi SHIMODA, Hiromasa KOBAYASHI and Syuji KAMEDA

Plug nursery method with１２８-cell plug tray of the on-ground cell-cultivating method for

early August harvesting of Japanese bunching onion in mountainous area

１）鳥取県立農業大学校
２）鳥取農業改良普及所
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直置き育苗ベンチ育苗

育苗床

本報では、鳥取県の中山間地において盆前に白ネギ
を安定的に収穫するための育苗技術の確立を目的に、
トレイの種類、播種時期、直置き育苗による大苗化お
よび本育苗法における適品種について検討し、いくつ
かの知見を得たので報告する。

Ⅱ 材料および方法

２００６年および２００７年に標高約５５０mの準高冷地に位
置する鳥取県園芸試験場日南試験地の露地圃場で試験
を実施した。

１ セルトレイの種類と播種時期の検討
品種は‘吉蔵’（㈱武蔵野種苗園）を供試した。育

苗方法は、セルトレイ（ヤンマー㈱製）の２００穴、１２８
穴および、慣行のペーパーポット２２０穴（１７号：日本
甜菜製糖㈱製）とした。播種は何れの育苗方法とも、
２００５年１２月１５日、２００６年１月１６日および２月１６日に行
い、１穴あたり５粒ずつ播種した。育苗はベンチ育苗
（第１図）で行い、セルトレイ区については、育苗中
に随時と定植前に草丈１５㎝で剪葉した。定植は４月１８
日に条間１１０㎝、ポット間隔１５㎝（３３．３本／m）で手植
えにより行った。定植後は出荷時に２７㎝以上の軟白が
確保できるように概ね２０日間隔で追肥、培土を行い、
収穫は８月８日に行った。
施肥量はＮ：P２O５：K２O＝２０．６：３０．１：２２．０㎏／１０a

とした。各区とも１１㎡で反復なしとした。
生育調査については、定植時、５月８日（定植２４日

後）および６月７日（定植５０日後）に各試験区の１０株
について葉鞘径、新鮮重及び乾物重を求めた。収穫時
の生育調査は、各試験区の２か所を１m掘り取り、そ
れぞれ中庸な２０本について葉鞘長、葉鞘径、調製一本
重を測定した。
収量調査については、生育調査で掘り取りした全株

について、根を切断後、葉鞘基部から５８㎝で葉を切除
し、外葉を除去したものを重量により２L：１５０g以上、
Ｌ：１００g以上～１５０g未満、L４：７０g以上～１００g未満、

MS：７０g未満で規格別に本数と重量を求めた。

２ セルトレイの直置き育苗の検討
品種は‘吉蔵’（㈱武蔵野種苗園）を供試し、セル

トレイ（ヤンマー社製）の２００穴および１２８穴を用いて、
１穴あたり２００穴は３粒、１２８穴は４粒を２００７年１月２６
日に播種した。育苗箱の設置方法はベンチ育苗および
直置き育苗とした（第１図）。ベンチ育苗は、播種し
たセルトレイを水稲用育苗箱に入れてパイプハウス内
で育苗した。発芽までは防草用シート（日本ワイドク
ロス㈱；商品名：防草アグリシート）上に置き、その
後は直管パイプ（直径２２㎜）を並べた上に置いた。直
置き育苗は、播種後約１ヶ月間（２月２２日まで）パイ
プハウス内でベンチ育苗した後、パイプハウス内の育
苗床に施肥（Ｎ：P２O５：K２O＝４．８：３０．０：４．２g／㎡）
し、灌水した後、セルトレイを地面に密着させて育苗
した（第１図）。剪葉は前試験と同様に行った。
定植は４月１２日に手植えで行った。条間は１１０㎝、

ポット間隔は３３．３本／mとなるようにセルトレイ２００穴
は９㎝、同１２８穴は１２㎝間隔とした。収穫は８月７日
に行った。施肥量はＮ：P２O５：K２O＝２０．６：３０．１：
２２．０㎏／１０aで、各区とも５㎡の３反復とした。
生育調査については定植時、４月２５日（定植１３日後）

および５月１５日（定植１か月後）に各試験区の１０株に
ついて葉鞘径、新鮮重および乾物重を求めた。収穫時
の生育および収量調査は、前試験と同様に求めた。

３ １２８穴セルトレイの直置き育苗における
適品種の選定

品種は‘吉蔵’（㈱武蔵野種苗園）を慣行とし、‘ホ
ワイトスター’（タキイ種苗㈱）、‘夏扇パワー’、‘夏
扇４号’（以上、㈱サカタのタネ）、及び‘関羽一本太’
（㈱トーホク種苗）を供試した。セルトレイ１２８穴（ヤ
ンマー社製）を用い、１穴あたり４粒として２００８年１
月１５日に播種し、直置き育苗を行った。
定植は４月１６日に手植えで行い、条間は１１０㎝、

ポット間隔は１２㎝とした。施肥量はＮ：P２O５：K２O＝

第１図 ベンチ育苗及び直置き育苗の模式図

３０



２０．６：３０．１：２２．０kg／１０aで、各区とも５㎡の３反復
とした。収穫は８月５日に行った。
生育調査については定植時、４月３０日（定植１４日後）

および５月１６日（定植１か月後）に各試験区の１０株に
ついて葉鞘径、新鮮重および乾物重を求めた。収穫時
の生育調査は、各試験区の１mを掘り取り、中庸１０本
について葉鞘長、葉鞘径、調製一本重を測定した。収
量調査については、前試験と同様に行った。

４ １２８穴セルトレイ直置き育苗の資材費
試験で行った１２８穴および２００穴セルトレイの直置き

育苗、ぺーパーポット育苗の育苗資材費を試算した。
各資材の単価は、２００７年の平均的な販売店の定価とし
た。セルトレイおよび水稲用育苗箱の耐用年数は５年
とした（平成１９年法定耐用年数：栽培管理用機具）。
栽植密度が３３．３本／mとなるように株間を設定し（１２８
穴：４粒播き１２㎝、２００穴：３粒播き９㎝、ペーパー
ポット：５粒播き１５㎝）、条間１１０㎝とした場合の育苗
箱の必要枚数を算出した。直置き育苗では、育苗床に
施用する化成肥料代を算入した。

Ⅲ 結 果

１ セルトレイの種類と播種時期の検討
⑴ 苗および定植初期の生育
苗および定植初期の生育を第１表に示した。

定植時および定植２４日後、５４日後の何れの時期につ
いても、セルトレイの種類の違いで葉鞘径および乾物
重に有意差がみられた。慣行のペーパーポット苗と比
較して、セルトレイ２００穴苗は葉鞘径、乾物重ともに
ほぼ同等であったが、同１２８穴苗は葉鞘径が太く乾物
重も重かった。
また、定植時および定植２４日後、５４日後の何れの時

期においても、播種期の違いにより葉鞘径および乾物
重の有意差が見られた。定植時では、播種期が早いほ
ど葉鞘径は太く、乾物重が重く大苗となった。定植２４
日後および５４日後では、ペーパーポットおよびセルト
レイ１２８穴において、１月播種の乾物重が最も重く、
生育が優れた。
⑵ 収穫時の生育および収量
収穫時の各区の生育と収量を第２表に示した。葉鞘

長は、セルトレイの種類の違いに伴う有意差が認めら
れ、何れもセルトレイ１２８穴が最も長かった。また播
種期の違いに伴う有意差も認められ、葉鞘長は１月播
種が最も長く、軟白長は１月および２月播種が１２月播
種より長い傾向がみられた。葉鞘径、調製一本重、収
量には処理区間で有意差が認められなかったが、全収
量はペーパーポットの１月播種、セルトレイ１２８穴の
１２月播種および同１月播種がほぼ同等で多収であった。
２L・Ｌ規格の収量は何れの播種期においてもセルト
レイ１２８穴が多収の傾向がみられた。
以上の結果、セルトレイ１２８穴は、慣行のペーパー

第１表 育苗方法と播種期が苗及び定植初期の生育に及ぼす影響（２００６）

育苗資材 播種期
定植時（４月１４日） ２４日後（５月８日） ５４日後（６月７日）

葉鞘径
㎜

乾物重Ｙ

（g／１０本）
葉鞘径
（㎜）

乾物重
（g／１０本）

葉鞘径
（㎜）

乾物重
（g／１０本）

ペーパーポット
（慣行）

１２月１５日 ２．６ ０．６ ２．４ １．２ ９．８ １７．０
１月１６日 ２．４ ０．４ ３．８ １．７ １０．８ ２２．１
２月１６日 １．８ ０．２ ３．８ ０．８ ９．３ １５．３

２００穴
セルトレイ

１２月１５日 ２．７ ０．７ ３．６ １．０ ８．０ １１．４
１月１６日 ２．３ ０．５ ３．３ ０．９ ８．０ １２．７
２月１６日 １．９ ０．２ ３．３ ０．８ ８．２ １２．０

１２８穴
セルトレイ

１２月１５日 ３．２ ０．９ ４．２ １．５ ９．７ １８．４
１月１６日 ２．８ ０．７ ３．６ １．８ １０．２ ２１．２
２月１６日 １．９ ０．２ ３．６ １．１ ８．０ １１．０

分散分析Ｚ

育苗方法：Ａ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊
播種日：Ｂ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊
Ａ×Ｂ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊

Ｚ 分散分析により、＊は５％レベル、＊＊は１％レベルで有意差あり。
Ｙ 乾物重は８０℃で７日間程度通風乾燥した後測定した。
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ポットと比べて、大苗生産が可能な上、定植初期の生
育が良好で、収量性および肥大性が優れる傾向が見ら
れた。播種期は１月が適期と考えられた。

２ セルトレイの直置き育苗の検討
⑴ 苗および定植初期の生育
直置き育苗は、根がセルトレイの底から地中に伸び

ているが、セルトレイを持って軽く上へ引っ張ると、
根が切れて容易に地面から剥がすことができた。根鉢
形成を目視で観察したところ、直置き育苗はベンチ育
苗に比べて劣っていた（写真１）。
苗および定植初期の生育を第３表に示した。直置き

育苗の苗はベンチ育苗の苗に対して葉鞘径が太く、乾
物重が重かった。セルトレイ１２８穴は同２００穴に対して
葉鞘径が太かった。したがって、セルトレイ１２８穴の
直置き育苗が最も大苗となった。
定植１３日後および１か月後の生育については、直置

き育苗はベンチ育苗に対して、セルトレイ１２８穴は同
２００穴に対して葉鞘径が同等以上に太く、乾物重も重
く、セルトレイ１２８穴の直置き育苗が最も生育が旺盛
であった。
⑵ 収穫時の生育および収量
収穫時の生育と収量を第４表に示した。葉数および

調製一本重について、育苗法の処理区間に有意差が認
められ、直置き育苗がベンチ育苗に対して生育が旺盛
であった。また、穴数の処理区間に有意差は認められ
なかったものの、調製一本重はセルトレイ１２８穴が同
２００穴に対して重い傾向であった。
全収量については、穴数と育苗法の処理区間に有意

差は認められなかったものの、セルトレイ１２８穴が同
２００穴に対して、直置き育苗がベンチ育苗に対して、
多収である傾向が見られた。また、太物である２L・
Ｌ規格の収量は、穴数と育苗法の処理区間に有意差が
認められ、セルトレイ１２８穴の直置き育苗が最も多収
であった。
以上の結果、セルトレイ１２８穴の直置き育苗により

大苗の生産が可能であり、初期生育が優れ、太物収量
が多収となった。

第２表 育苗方法と播種期が収穫時のネギの生育と収量に及ぼす影響（２００６）

育苗資材 播種期
葉鞘長
（㎝）

葉鞘径
（㎜）

調製一本重
（g）

換算収量（㎏／a）

全収量 ２L・Ｌ規格

ペーパーポット
（慣行）

１２月１５日 ３６．９ １５．１ １１７．３ ２７７．３ １７１．８
１月１６日 ３９．０ １７．０ １５４．０ ３６１．６ ２９５．２
２月１６日 ３８．１ １６．４ １３９．３ ３２６．８ ２５３．９

２００穴
セルトレイ

１２月１５日 ３８．０ １６．４ １４５．６ ３４４．５ ２８２．０
１月１６日 ４０．０ １６．１ １４２．２ ３１７．５ ２４０．９
２月１６日 ３８．７ １６．１ １４１．８ ３２３．４ ２５８．９

１２８穴
セルトレイ

１２月１５日 ３９．２ １７．０ １５５．０ ３６９．８ ３２４．１
１月１６日 ４０．５ １６．９ １６０．５ ３６７．５ ３１６．８
２月１６日 ４０．０ １７．０ １５１．９ ３３０．０ ２７０．２

分散分析Ｙ

育苗方法：Ａ ＊ NS NS NS NS
は種日：Ｂ ＊ NS NS NS NS
Ａ×Ｂ NS NS NS NS NS

Ｚ 調査は２００６年８月８日に行った。
Ｙ 分散分析により、＊は５％レベルで有意差あり、NSは有意差なし。

写真１ 定植時の根鉢の比較

Ｚ 左：セルトレイ１２８穴直置き育苗、右：同ベンチ
育苗

Ｙ ２００７年１月２６日は種、４月１２日撮影
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３ １２８穴セルトレイの直置き育苗における
適品種の選定

定植時の苗質と本圃における定植初期の生育を第５
表に示した。定植時は、供試したいずれの品種も慣行
の‘吉蔵’とほぼ同等の大きさとなり、大苗生産が可

能であった。定植１か月後の生育も、各品種間に生育
の大きな差は認められなかった。
収穫時の生育と収量を第６表に示した。葉鞘長は

‘夏扇パワー’が慣行の‘吉蔵’と同等であった。葉
鞘径は最も細かった‘関羽一本太’を除き、慣行の‘吉

第３表 セルトレイの種類と設置法が苗及び定植初期の生育に及ぼす影響（２００７）

セルトレイの種類 設置法
定植時（４月１２日） １３日後（４月２５日） １か月後（５月１５日）

葉鞘径
（㎜）

乾物重Ｘ

（g／１０本）
葉鞘径
（㎜）

乾物重
（g／１０本）

葉鞘径
（㎜）

乾物重
（g／１０本）

１２８穴セルトレイ
直置き ３．７aＺ １．１a ４．２a ２．５a ７．４a ８．０a
ベンチ ２．９c ０．６b ３．６b １．６bc ６．３bc ５．６bc

２００穴セルトレイ
直置き ３．２b ０．９a ４．２a ２．２ab ６．９ab ６．９ab
ベンチ ２．５d ０．６b ３．０b １．２c ５．４c ４．１c

分散分析Ｙ

Ａ：穴数 ＊＊ ns ＊＊ ＊ ＊ ＊
Ｂ：育苗法 ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊
Ａ×Ｂ ns ns ＊ ns ns ns

Ｚ 同一列で同一文字を含む処理間に５％レベルで有意差なし（Tukey）。
Ｙ 分散分析により、＊は５％レベル、＊＊は１％レベルで有意差あり。
Ｘ 乾物重は８０℃で７日間程度通風乾燥した後測定した。

第４表 セルトレイの種類と設置法が収穫時の生育と収量に及ぼす影響（２００７）

育苗方法 設置法
葉鞘長
（㎝）

葉鞘径
（㎜）

調製一本重
（g）

換算収量（㎏／a）

全収量 ２L・Ｌ規格

１２８穴セルトレイ
直置き ４２．８aＹ １８．４a １４５．０a ４３０．３a ４１１．５a
ベンチ ４１．２a １８．４a １２６．８ab ３８８．２a ３３９．１ab

２００穴セルトレイ
直置き ４２．７a １８．４a １３５．５ab ３８８．８a ３５０．６ab
ベンチ ４１．３a １７．６a １２２．７b ３５３．９a ２９３．２b

分散分析Ｘ

Ａ：穴数 ns ns ns ns ＊
Ｂ：育苗法 ns ns ＊ ns ＊
Ａ×Ｂ ns ns ns ns ns

Ｚ 調査は２００７年８月７日に行った。
Ｙ 同一列で同一文字を含む処理間に５％レベルで有意差なし（Tukey）。
Ｘ 分散分析により、＊は５％レベル、＊＊は１％レベルで有意差あり。

第５表 品種による苗と定植初期の生育の違い（２００８）

品種名
定植時（４月１６日） １か月後（５月１６日）

葉鞘径
（㎜）

乾物重
（g／１０本）

葉鞘径
（㎜）

乾物重
（g／１０本）

吉蔵（慣行） ３．３ ０．８ ６．６ ５．５
ホワイトスター ３．４ ０．７ ６．３ ４．４
夏扇パワー ３．６ ０．７ ６．２ ４．５
夏扇４号 ３．２ ０．７ ６．６ ５．４
関羽一本太 ３．７ ０．９ ６．５ ５．１
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蔵’と同等であった。
調製一本重は、‘ホワイトスター’、‘夏扇パワー’

の順で重く、収穫本数は‘夏扇パワー’、‘夏扇４号’
の順で多かった。全収量は高い順に‘夏扇パワー’、
‘ホワイトスター’、‘夏扇４号’となり、慣行の‘吉
蔵’より多収であった。中でも‘夏扇パワー’は全収
量、２L・Ｌ規格収量とも最も多収となった。

４ １２８穴セルトレイ直置き育苗の資材費
育苗方法別の１０aあたり育苗資材費を算出し、第７

表に示した。セルトレイ１２８穴の直置き育苗の場合、
１０aあたりの枚数は５９枚と慣行のペーパーポット２８枚
のほぼ倍が必要であったが、育苗資材費は２８，７７７円と
慣行の２７，５７４円とほぼ同等であった。同２００穴でも１０a
あたりの枚数は５０枚と慣行より多くなったが、育苗資
材費は２５，８４２と慣行より安価であった。

Ⅳ 考 察

セル容量と播種時期の違いによる大苗化をベンチ育
苗により比較した結果、セル容量ではセルトレイ２００
穴より同１２８穴が大苗となった。しかし、播種時期で
は１２月播種は、１月播種および２月播種に比べて定植

時の苗は大きかったものの、本圃に定植した後の初期
生育が劣る結果となった。ハクサイ （Kratky、１９８２）
とトマト（Leslie、１９８６）では、セル容積の大きなセ
ルトレイを用いると大苗となり、初期収量の増加や収
穫時期の前進化が報告されているが、一方で、キャベ
ツ、チンゲンサイ、ネギにおいては根鉢形成による生
育遅延も報告されている（福岡ら、２００１、白岩、２００８、
竹川、２００４）。したがって、本試験の１２月播種の大苗
定植における定植後の初期生育遅延については、ベン
チ育苗であったために育苗期間の長期化により根鉢形
成が進みすぎたことが原因と推察された。
直置き育苗による大苗化を試みた結果、直置き育苗

はベンチ育苗より大苗となった。また、定植後の初期
生育も優れた。定植後の初期生育は直置き育苗では根
がトレイの下から伸びて養水分を吸収しセルの容積が
制限されていても健全に生育することができる（横山、
１９９６）ことから、ベンチ育苗でみられたような、根鉢
形成による生育遅延が認めらなかったと考えられる。
直置き育苗が用いられるセルトレイ４４８穴を用いた機
械移植栽培法では、定植時に育苗床からトレイを剥ぎ
取る際の断根が活着不良を引き起こすと指摘されてい
るが（川城、１９７３）、培養土に緩効性肥料を混和する
ことでこれが改善することも報告されている（白岩、

第６表 品種による収穫時の生育と収量の違い（２００８）

品種名
葉鞘長
（㎝）

葉鞘径
（㎜）

調製一本重
（g）

換算収量（aあたり）

収穫本数 全収量（㎏） ２L・Ｌ規格（㎏）

吉蔵（慣行） ４５．３ １８．７ １６４．９ ２，７５８ ４５４．７ ４３７．３
ホワイトスター ４３．０ １８．８ １７７．１ ２，７８８ ４９３．８ ４８３．６
夏扇パワー ４５．０ １８．４ １６６．９ ３，０６１ ５１０．９ ５１０．９
夏扇４号 ４２．４ １８．９ １６１．４ ２，９７０ ４７９．２ ４７３．８
関羽一本太 ４２．７ １７．９ １４４．０ ２，８１８ ４０５．９ ３９４．２

Ｚ 調査は２００８年８月５日に行った。

第７表 育苗方法別の１０aあたり育苗資材費

育苗方法の種類
１０aあたり
枚数（枚）

各資材費（円／１０a）
合計（円／１０a）

水稲用育苗箱 トレイ 培養土 種子 肥料

１２８穴セルトレイ直置き育苗 ５９ ２，１２８ ２，１２８ ９，３２７ １５，１５０ ４４ ２８，７７７
２００穴セルトレイ直置き育苗 ５０ １，８１６ １，８１６ ７，０２３ １５，１５０ ３７ ２５，８４２
ペーパーポットベンチ育苗（慣行） ２８ ９９１ ４，１５５ ７，２７８ １５，１５０ ２７，５７４

Ｚ セルトレイ、水稲用育苗箱の耐用年数を５年とした。単価はセルトレイ及び育苗箱１８０円、ペーパーポット１５１円、培養
土（ガッチリ君ネギ用）２，３２０円／５０L、種子０．５円、育苗床に用いる化成肥料２，７４０円／２０㎏とした。

Ｙ 栽植密度が３３．３本／mとなるように株間を設定し（１２８穴：４粒播き－１２㎝、２００穴：３粒播き－９㎝、ペーパーポット：
５粒播き－１５㎝）、条間は１１０㎝として算出した。
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２００３）。本試験の直置き育苗でも定植時にセルトレイ
を剥ぎ取るため断根することとなるが、このような活
着不良は認められなかった。この要因として本試験で
は培養土中に緩効性肥料を混和していないが、１２８穴
は４４８穴よりセル容量が大きく培養土量が多いため、
定植時の培養土中に肥料分が多く残りやすいと推察さ
れる。
１２８穴セルトレイ直置き育苗における適品種を選定
したところ、‘夏扇パワー’は、中山間地における夏
どり作型の慣行品種である‘吉蔵’に比べ収穫本数及
び収量、２L・Ｌの太物の収量が優れていた。‘夏扇パ
ワー’は鳥取県の平坦地の７～９月どり作型でも優れ
た品種である事が明らかになっており（田村、２０１１）、
中山間地および平坦地のいずれにおいても夏どり作型
に対応できる品種と考えられる。
これらのことから、大苗生産にはセルトレイ１２８穴

の直置き育苗法が適しており、盆前出荷において慣行
のペーパーポット育苗と比較しても十分な収量と肥大
性が確保できることが明らかとなり、また‘夏扇パ
ワー’がこの作型の適品種である事が明らかとなった。
本育苗法では、慣行のペーパーポット育苗と比べて

育苗資材費はほぼ同等であるが、育苗面積は約２倍必
要となる。しかし、これにより高単価な盆前の出荷が
安定化すれば、ペーパーポット育苗よりも収益性が高
いうえ、作型が限定されている中山間地において規模
拡大を図ることができるため経営上有利である。また、
本技術によって鳥取県の白ネギ周年出荷体系が強化さ
れ、市場での優位性が高まることが期待される。
なお、直置き育苗の検討は、１月播種のみで評価し

たが、播種時期をより早めれば、より大苗が生産でき
ると考えられるため、今後の検討が必要である。
また、鳥取県の中山間地は、小区画圃場が多いため、

定植はほぼ手作業で行われている。今後、１戸あたり
栽培面積の拡大を図るためには移植機械の導入が欠か
せない。今後、本技術に合った白ネギ移植機械の開発
が期待される。

Ⅴ 摘 要

鳥取県の中山間地において夏どり白ネギを盆前に安
定的に収穫するために、育苗法と適品種を検討した。
１．セルトレイの種類と播種期を検討したところ、セ
ルトレイ１２８穴は慣行のペーパーポットより大苗生
産が可能な上、定植初期の生育が良好であり、収量

及び肥大性が優れる傾向が見られた。４月中旬定植
とした場合、１月が播種適期であった。

２．直置き育苗による大苗化を試みたところ、直置き
育苗はベンチ育苗に比べて、セルトレイ１２８穴は同
２００穴に比べて大苗となった。１２８穴の直置き育苗は、
定植初期の生育が旺盛で、太物収量が優れたことか
ら最も有望であった。

３．‘夏扇パワー’は中山間地の夏ネギの慣行品種‘吉
蔵’に比べて多収で太物収量が優れた。

４．セルトレイ１２８穴の直置き育苗は、高単価な盆前
の出荷を可能とし、慣行のペーパーポット育苗と比
べて育苗資材費はほぼ同等であるため、経営上有利
である。
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Improvement of a plug seedling nursery and selection of
appropriate cultivar were carried out to establish the method for

early august harvesting of Japanese bunching onion in
mountainous area of Tottori prefecture.

Takashi SHIMODA, Hiromasa KOBAYASHI and Syuji KAMEDA

Summary

１．１２８-cell plug tray seedling is bigger and its early growth after transplant than conventional paperpot seed-
lings regardless of seeding time. If trans-planting time is mid-April, appropriate seeding time is January for
１２８-cell plug tray seedlings, in the seedling size and its early growth. Furthermore, total yield and２L-L grade
yield of１２８-cell plug tray tended to be more than conventional paperpot seedlings.

２．The on-ground cell-cultivating method produce bigger seedling than off-ground cell？cultivating method
and１２８-cell plug tray than２００-cell plug tray. Seedling of the on-ground cell-cultivating method of１２８-cell plug
tray is the best because of its most vigorous early growth after transplant and of highest２L-L grade yield of
early August.

３．“Natsuougi power”has higher total yield,２L-L grade yield than conventional cultivar“Yoshikura”for sum-
mer harvest.

４．１２８-cell plug tray seedlings of the on-ground cell-cultivating method has an advantage in management, be-
cause it makes early August harvesting available, and its nursery cost is equals with conventional paperpot
nursery method.
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